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公共土木施設の長寿命化対策

　これまでは、発生する損傷に対して、個別・事後的に処理してきたが、今後

高齢化した社会資本の割合が急速に増えていくことにより、致命的な損傷

が発生するリスクは飛躍的に高まることになる。

　厳しい財政状況の中、施設の状況を定期的に点検・診断し、異常が認めら

れる際には致命的欠陥が発現する前に速やかに対策を講じ、ライフサイクル

コストの縮減を図る”予防保全”の考え方に立った戦略的な維持管理・更新が

重要になる。

出典「平成２１年度　国土交通白書」

出典「道路橋の予防保全に向けた有識者会議（参考資料）」

〈予防保全対策とは・・〉
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長寿命化対策事例（橋梁の事例）

コンクリートの主桁、横桁に塩害による剥離・鉄筋露出、
うきが見られる。

トラス橋の斜材に破断が見られる。 ボルトによるあて板補強を実施した。
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資料　３土木部各施設の取組状況
（橋梁の長寿命化計画策定事例）
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土木部全体の取組 ４


